
2．就業支援担当者 調査結果   

（1）本人の属性   

①基本属性   

本人の性別・年代・最終学歴について質問したところ、男性が145人（58．7％）で女性が102人  

（41．3％）と男性がやや多く、年代としては、30代と40代が多かった。また、最終学歴は大学・   

大学院卒が多く、福祉系の専攻の者が多かった。  

【図表3－9 年代】（n＝227）  【図表3－10 最終学歴】（n＝247）  
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②就業形態  
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【図表3－11就業形態】  

（n＝247）  

③就労経験   

これまでの就労経験について質問したところ、障害者支援については5年以上の経験を持ってい  

うる者が半数以上おり、障害者就労支援経験が5年以上の者も3分の1程度いた。   

【図表3－12 就労経験】  

70％  80％  90≠ 100％   

障害者就労支援（n＝229）  

うち就業支援担当者（n＝225）  

うち就労支援員（n＝166）  

障害者支援経験（n＝222）  

企業等での経験（n＝210）  

⊂】  ロ  rlコ  

10年以上  

5年～10年未満  

3年～5年未満  

□1年～3年未満  

口1年未満  

口軽験はない  
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④資格   

障害者の就労支援を行うにあたり、現在保有している資格と、今後取りたい資格について質問し  
たところ、現在は特に資格がない者が最も多かったが、社会福祉士の資格を持っている者も4分の  
1程度いた。その他の自由記述としては、社会福祉主事が最も多く、その他介護福祉士やヘルパー、  
保育士、教員免許等も見られた。   

今後取りたい資格としては、社会福祉士や精神保健福祉士取得の希望が3割程度と高く、次に職  
場適応援助者養成研修の受講の希望が高かった。   

【図表3－13 資格（複数回答）】  

．0   5．0  10．0  15．0   20．0   25．0   30．0   35．0   40．0   45．0  

田今後取りたい資格（n＝214）  

社会福祉士   

職場適応援助者（ジョブ⊃－チ）養成研修修了  

精神保健福祉士  

臨床心理士・臨床発達心理士  

作業療法士  

産業力ウンセラー  

キャリアコンサルタント  

その他  

特になし  

（9仕事の満足度   

仕事の満足度について質問をしたところ、総合的な満足的に8割の者がやや満足か満足しており  

仕事の内容やコミュニケーション面で満足している割合が9割程度と高い一方で、報酬と能力スキ  

ルの向上については、満足している割合が低かった。   

【図表3－14 仕事の満足度】  

仕事の内容・やりがしヾn＝246）  

仕事の報酬（n＝245）   

職場の管理者・上司との人間関係、コミュニケーション  

（n＝245）   

職場の同僚との人間関係、コミュニケーション（n＝246）  

能力スキルの向上（n＝245）  

総合評価（n＝240）  

⑥将来展望   

5年後の将来展望について質問をしたところ、  

半数近い者が現在と同じ仕事をしていると回答  

しており、また就労支援を含め障害者支援の分  

野で仕事をしていると回答した者は全体の約7  

割であった。  

【図表3－15 将来展望】  

（n＝243）  
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（2）職務と能力・スキル  

①就労支援業務の業務量   

就業支援担当者として活動する場合の業務量について質問をしたところ、結果は下表のとおりと  

なった。職業相談、定着支援、ハローワークでの求職活動支援、地域の連携に関する業務が多いと  
いう回答が多かった。   

【図表3－16 就労支援業務の業務量】   

L竺革塑些些二聖㌍禦、Dl至ぎ±ざ竪ヒし」墜些」  

0ヽ  10ヽ  20＼  30＼  40ヽ   50ヽ   60＼  TOヽ   80ヽ  90＼ 100ヽ  

職業相談（n＝245）  

就職後のフォローアップとしての職場訪問（n＝244）  

障害者に対するハローワークヘの同行（n＝245）  

地域における就労支援機関との連携・  
支援ネットワークづくり（∩＝244）  

家族との連絡調整（情報提供、相談等）（n＝244）  

ハロトーワークでの求人検索（∩＝244）  

基礎訓練．．職業準備訓練、戦場実習等のあっせん  
（n＝24ヰ）  

ケア会議、ケース会議等への参加（n＝244）  

戦場実習先での支援、実習の付き添い血＝244）  

事業主に対する障害者の特性に関する助言（n＝242）  

障害者の職業能力・適性の把握（アセスメント）（n＝245）  

就職した障害者に対する生活面に関わる支援（∩＝245）  

自主的な求人・実習先の開拓  
（民間の求人情報の収集、企業訪問等）（n＝245）  

面接織習や履歴書の作成等の支援（∩＝245）  

事業主に対する障害者の雇用管理に関する  
助言（n＝243）  

就労支援計画の作成（n＝243）  

就労支援サービスを提供する障害者の確保（n＝214）  

施設を利用する障害者の生活面に関わる支援（n＝241）  

職場適応支援（ジョブコーチ支援）（n＝24り  

ハローワーク職員との同行求人開拓（n＝244）  

施設内での障害者に対する作業指導（∩＝240）1   

施設内での作業に関わる品質管理、受注・納品等0  
の業務（n＝24り   

川  ご■ 「  
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＜就業支援担当者の経験別の業務量＞   

就業支援担当者から、就業支援担当者の経験により「担当者1年未満（n＝48）」、「担当者1～3年  

（n＝48）」、「主任（n＝105）」の3グループを抽出し、分析を行った。   

就業支援担当者の業務の業務量について「業務量が多い」と回答した者の割合を集計をした結果は  

下表のとおりである。他のグループと比べて、1～3年経験の者は定着支援業務を多く行っており、  

主任は関係機関との連携を多く行っていた。   

【図表3－17 就業支援担当者の経験別の就労支援業務の業務量】  

施設内での作業指導に関する知識・スキル  

障害特性に関する知識  

企業に関する基礎知識  

面接訓練や履歴書の作成支援に関する知識・  
スキル  

職場の雇用管理に関する基礎知識  

障害者福祉に関する知識（法律・制度を含む）  

労働基準法、最低賃金法等雇用に関する  
法律・制度に関する知識  

就労支援計画の策定に関するスキル  

障害特性に応じた職業的課題に関する知識  

職業相談に関するスキル  

一般就労に向けたアセスメントに関するスキル  

職場実習先の開拓に関する知識・スキル  

他の関係機関との連携・調整を行う知識・スキル  

障害者雇用促進法・雇用制度に関する知識  

就職後の障害者の状況に応じて事業主への  
助言を行う知識・スキル  

障害者の希望や特性に応じた仕事の選択や  
マッチング支援を行う知識・スキル   

障害者求人の開拓や職域開発に関する知識・  
スキル  

就職後のフォローアップとして職場を訪問し、  
障害者の職場定着支援を行うスキル  
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②就労支援知識・スキルの活用の機会   

就業支援担当者として活動する上で、就労支援に関する知識・スキルをどのくらい活用する機会が  

あるか質問したところ、結果は下表のとおりとなった。  

【国表3－18 就労支援知識・スキルの活用の機会】   

L車重垂二二幸車重垂亘亘画二〕空室亘司  

0％  20％  40％  60％  80％  1α）％  

障害者求人の開拓や職域開発に関する  
知書鼓・スキル（n＝245）  

障害特性に関する知識（n＝246）  

就微後の障害者の状況に応じて事業主への  
助言を行う知謀・スキル（∩＝245）   

他の関係機関との連携・調整を行う知識・スキル（n＝243）  

戦場実習先の開拓に関する知識・スキル（n＝245）  

施設内の作業指導に関する知識・スキル（n＝244）  

障害者雇用促進法・雇用制度に関する知乱（n＝245）  

障害特性に応じた職業的課題に関する知吾鼓（∩＝246）  

就労支援計画の策定に関するスキル（n＝244）  

就職後のフォローアップとして戦場を訪問し、  

障害者の微増定着支援を行うスキル（n＝244）  

障害者福祉に関する知識（法律・制度を含む）（n＝245）  

職場の雇用管理に関する基礎知識（n＝244）  

面接訓練や履歴書の作成支援に関する  
知識・スキル（n＝245）  

一般就労に向けたアセスメントに関するスキル（∩＝244）  

企業に関する基礎知識（n＝245）  

職業相互策に関するスキル（n＝245）  

労働基準法、最低賃金法等雇用に関する  
法律・制度に関する知識（n＝245）  

障害者の希望や特性に応じた仕事の選択や  
マッチング支援を行う知識・スキル（n＝244）  
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＜就業支援担当者の経験別の就労支援知識・スキルの活用の機会＞   

就業支援担当者から、就業支援担当者の経験により「担当者1年未満（n＝48）」、「担当者1～3年  

（n＝48）」、「主任（n＝105）」の3グループを抽出し、分析を行った。   

就労支援知識・スキルの活用機会について「非常にある」と回答した者の割合を集計をした結果は  

下表のとおりとなった。他と比べて、主任は、関係機関との調整やマッチングに関する知識・スキル  
を活用する機会が多くなっていた。   

【図表3－19 就業支援担当者の経験別の就労支援知識・スキルの活用の機会】   

就職後のフオ○－アップとして職場を坊間し、  

障害者の職場定着支援を行うスキル  

他の関係機関との連携・調整を行う  
知識・スキル  

障害特性に潤する知識  

障害特性に応じた職業的課題に関する知識  

職業相談に関するスキル  

一般就労に向けたアセスメントに関するスキル  

障害者の希望や特性に応じた仕事の選択や  

マッチング支援を行う知識・スキル  

障害者福祉に関する知鼓（法律・制度を含む）  

就職後の障害者の状況に応じて事業主への  

助言を行う知抜・スキル  

企業に関する基礎知識  

障害者雇用促進法・雇用制度に関する知抜  

職場実習先の開拓に関する知識・スキル  

就労支援計画の策定に関するスキル  

労働基準法、最低賃金法等雇用に関する  

法律・制度に関する知識  

障害者求人の開拓や職域開発に関する  
知露草・スキル  

職場の雇用管理に関する基礎知識  

面接訓練や履歴書の作成支援に関する  
知識・スキル  

施設内での作業指導に関する知識・スキル  
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③就労支援知識・スキルの習得状況   

就業支援担当者として活動する上で、就労支援に関する知識・スキルは自分にどのくらい備わっ  

ているかについて質問したところ、結果は下表のとおりとなった。障害特性や求職活動に関するス  

キルは全般的に備えているが、企業に関するスキルについては不足しているという回答が多かった。   

【図表3－20 就労支援知識・スキルの習得状況】  

＝；‾【  1  
］  l恥ミ・  ロ少しある  ロ少し不足  口不足  

0ヽ   10ヽ   20ヽ   30ヽ   40ヽ   50ヽ   60ヽ   TOヽ   80ヽ   90ヽ  100ヽ  

障害特性に関する知識（n＝247）  

面接訓練や履歴書の作成支援に関する  
知抜・スキル（n＝245）  

就職後のフォローアップとして職場を訪問し、  

障害者の漁場走者支援を行うスキル（n＝244）  

職業相談に関するスキル（n＝24ヰ）  

他の関係機関との連携・調整を行う知鼓・  
スキル（n＝243）   

障害特性に応じた職業的課瑠に関する知識（n＝247）  

一般就労に向けたアセスメントに関するスキル  
（n＝245）  

障害者福祉に関する知識（法律・制度を含む）  
（n＝247）  

障害者の希望や特性に応じた仕事の選択や  
マッチング支援を行う知識・スキル（n＝245）   

障害者雇用促進法・雇用制度に関する知識（n＝244）  

就職後の障害者の状況に応じて事業主への  
助言を行う知書証・スキル（n＝245）   

施設内での作業指導に関する知識・スキル（n＝245）   

労働基準法、最低賃金法等雇用に関する法律・制度  
に関する知言鼓（n＝247）  

障害者求人の開拓や職域開発に関する  
知識・スキル（n＝244）  

職場実習先の開拓に関する知識・スキル（n＝245）  

就労支援計画の策定に関するスキル（n＝246）  

企業に関する基礎知誌（∩＝246）  

戦場の雇用管理に関する基礎知識（n＝246）  
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＜就業支援担当者の経験別の就労支援知識・スキルの習得状況＞   

就業支援担当者から、就業支援担当者の経験により「担当者1年未満（n＝48）」、「担当者1～3年  

（n＝48）」、「主任（n＝105）」の3グループを抽出し、分析を行った。   

就労支援知識・スキルが自分に備わっているかについて「ある」又は「少しある」と回答した者の  

割合を集計をした結果は下表のとおりとなった。経験が浅い者は企業等に関する知識が不足している  

と回答しているが、経験が高まるにつれ、全般的に就労支援の知識・スキルの習得状況が高くなり、  
特に求人開拓に関して差が大きい。  

【図表3－21就業支援担当者の経験別の就労支援知識・スキルの習得状況】  

臼1年未満  口1～3年  

0．0  10．0  20．0  30，0  40．0  50．0  60．0  70．0  80．0  90．0 100．0  

障害特性に関する知識  

職業相故に関するスキル  

面接訓練や履歴書の作成支援に関する  
知識・スキル  

他の関係機関との連携・研整を行う  
知…鼓・スキル  

就職後のフォローアップとして職場を訪問し、  

障害者の職場定着支援を行うスキル  

施設内での作業指導に関する知識・スキル  

呼害者福祉に関する知識（法律・制度を含む）  

障害特性に応じた隙美的課題lこ関する知抜  

一般就労に向けたアセスメントに関するスキル  

労働基準法、最低賃金法等雇用に関する  

法律・制度に関する知抜  

就労支援計画の策定に関するスキル  

就職後の障害者の状況に応じて事業主への  
助言を行う知識・スキル  

障害者の希望や特性に応じた仕事の選択や  

マッチング支援を行う知識・スキル  

障害者雇用促進法・雇用制度に関する知識  

障害者求人の開拓や職域開発に関する  
知識・スキル  

職場実習先の開拓に関する知識・スキル  

企業に関する基礎知識  

職場の雇用管理に関する基礎知喜鼓  

L
 
－
 
【
L
■
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④就労支援知識・スキルの習得方法   

就業支援担当者として活動する上で、就労支援に関する知識・スキルをどのように身につけたか  

最も効果的な手段について質問したところ、全般的に「仕事を通じて」と回答した者の割合が多か  

ったが、障害者福祉、障害者雇用制度や障害特性等の制度面や障害特性に関することについては、  
「研修や講習会に参加」して習得したと回答した者が他の項目に比べて多かった。   

【図表3－22 就労支援知識・スキルの習得方法】  

［  
ロ研修や講習に参加 臼仕事を通じて ロ独学t自己啓発  

0ヽ  20＼  40＼  60ヽ  80ヽ  100＼  

障害者福祉に関する知識（法律・制度を含む）  
（n＝242）   

障害者雇用促進法・雇用制度に関する知識（n＝240）  

障害特性に関する知識（∩＝243）  

障害特性に応じた職業的課題に関する知識（n＝242）  

就労支援計画の策定に関するスキル（n＝240）  

労働基準法、最低賃金法等雇用に関する  
法律・制度に関する知識（n＝242）  

一般就労に向けたアセスメントに関するスキル  
（n＝24り  

職場の雇用管理に関する基礎知識（n＝240）  

障害者の希望や特性に応じた仕事の選択や  
マッチング支援を行う知識・スキル（n＝242）  

面接訓練や履歴書の作成支援に関する  
知識・スキル（n＝243）  

隙業相談に関するスキル（n＝24り  

企業に関する基礎知識（n＝243）  

就職後の障害者の状況に応じて事業主への  
助言を行う知識・スキル（n＝241）  

施設内での作業指導に関する知識・スキル（n＝238）  

障害者求人の開拓や職域開発に関する  
知識・スキル（n＝241）  

岳 他の関係機関との連携・調整を行う知計スキル（∩＝239）  

就職後のフォローアップとして職場を訪問し、   

障害者の職場定着支援を行うスキル（n＝242）   

職場実習先の開拓に関する知識・スキル（n＝24り  
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⑤就労支援業務を行う上で困っていること   

一般就労に向けた支援にあたり、困っていることについて質問したところ、企業iこ関する項目で  

困っていると回答した者の割合が高かった。   

また、特に因っていることについて上位3つまで選択してもらったところ、順に、「職場実習先  
や求人企業がない」、「企業に障害者の支援ノウハウを理解させるのが難しい」、「就労支援の実践的  

なノウハウが蓄積されていない」を選んだ者が多かった。  
【図表3－231困っていること】  

※困っていることは、はい／いいえの二択（nは項目右）、特に因っていることは、3つまで複数回答（n＝237）   

企業に障害者の支援ノウハウを理解させるのが  
難しい（∩＝242）  

職場実菅先や求人企業がなし∨∩＝245）  

企業や♯場の情報が少なし叫∩＝243）  

障害者雇用に関して企業の理解がない（∩＝242）  

就労支援の実践的なノウハウが  
蓄積されていない（n＝243）  

就労支援に必要な知識が足りなしヾn＝244）  

就労支掛こ必要な実践的なノウハウを  
習得する機会が不足している（n＝24り  

就労支援に必要な知識を習得できる  
研♯の機会が不足している（n＝24り  

障害者の特性や状態像の把握したり、  
信綾関係を築くのが難しい（n＝244）   

業務が忙しく、外部の研修等に参加できなしヾn＝244）  

地域の就労支援機関との連携がうまくできない  
h＝243）  

地域に就労支援サービスの利用対象となる  
障害者が少ない（n＝242）  

支援している障害者（保護者）が一般就労に関して  

熱心でない仇＝243）   

地域の関係機関が就労支援に熱心でなしYn＝24ヰ）  

就労支援以外の業務が多く、就労支援を行う  
時間がほとんどない小＝242）   

どこから就労支援をはじめていいのかわからない  
（n＝244）  

所属している法人が就労支援に関して  
理解がない（n＝246）  

就労支援に関して悩みがあるときに  
相談する先がない小＝2ヰ5）  

戦場の上司や同僚が就労支援に関して  
理解がなしYn＝245）  

⑥困った時の相談先   

一般就労に向けた支援にあたり、困ったときの相談先について質問をしたところ、同じ事業所の  

上司・同僚が最も高く、続いて労働局・ハローワークの担当者、障害者職業センターのカウンセラ  

ーの順であった。  
【図表3－24 相談先（複数回答）】（n＝246）  

「  

0．0  10．0  20．0  30．0  40．0  50．0  60＿0  

同じ事業所の上司・同僚  

労働局りヽローワークの担当者  

障害者職業センターの障害者厳菓カウンセラー  

他の機関で障害者の就労支援を担っている人（上記以外）   ■
 
 
 
 
■
 
■
 
■
■
 
 
 
■
■
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
■
 
 

社会福祉法人等の臓場適応援助者（第1号JCジョブコーチ）  

地方自治体の職員  

特別支援学校の先生  

障害者隈薫センターの戦場適応援助者（配置型ジョブコーチ）   

企業の担当者や職場適応援助者（第2号JCジョブコーチ）  

その他  

相談先はない808  




